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示した。波長数 100 メートル，周期 100 秒，伝播速度 20m/s程度の長周期遡上変動が沿岸方向に伝播するこ
とを示した。この伝播は，一つの卓越入射波がある時，多数の卓越入射波がある時，いずれの場合にも最も
エネルギーが卓越する入射波の波下方向に向いていた。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，Xバンドレーダを荒天時の海岸波浪観測に用い，海岸工学で必要となる波，流れ，地形に関す
433
る情報を面的に取得できることを示した。Xバンドレーダは荒天時の観測にも適用できる堅牢なシステムで
あり，従来では収集が困難であるデータを収集する点に特長がある。工学上極めて価値の高い研究成果であ
る。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
